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＜連絡事項＞
・特記事項はありません。
＜患者様連絡事項＞
・環境調整目的にて、部屋移動を実施しています。
　　小笠原　文人様　406号室　⇒　307号室
　　吉田　光良様　　307号室　⇒　406号室
・飯田　修子様～風邪症状おさまったとの事で、PL顆粒は今朝で飲み切り止めとなっています。本日12：40～16：00まで母様との面会の為、500円を持って外出へ行かれています。
・松川　久雄様～咳嗽が続いている事を主治医へ報告し、ＰＬ配合顆粒1ｇ 3包　3日分が
　　　　　　　　本日昼から処方となっています。
・戸賀沢　潔様～西病棟Ｂユニット29号室から北病棟403号室へ転入となっています・
・松谷　さと子様～本人より、10/15（火）9：00～15：00迄で姉様と外出する事になっていると話し、外出申請中です。事実確認の為、スタッフから姉様へ確認していきます。
・佐々木　淳様～母様の面会あり、単3電池　5本、単2電池　3本、将棋の本　2冊、タオル　3枚、ジュース　3本、袋菓子　3袋、チョコレート菓子　1箱の差し入れあり、嗜好品以外は本人へ渡しています。不機嫌さはなく落ち着いていたとの事。皮をむいたリンゴ1個分を食べられています。
　　　　　　　　施設の申し込みの方は、進んでいないと話しています。
＜要注目患者様＞
・原　吉郎様～10/4（金）朝食時より、副食を極キザミからキザミへ食事形態変更となっ
ています。朝食の摂取量は相変わらず数口～2/3、昼食と夕食は全量摂取出来ています。昨日より、左頬の腫脹と圧痛を訴え冷罨法で様子をみて経過観察しています。バイタルサインの異常はありません。準夜帯では、左頬の腫脹は消失しています。
・高田　マキ様～深夜帯4：00起床後、「昨日の診察で、先生が外で煙草吸っていいって許
可したから」と話しています。カルテをみてもそのような事は書いてない事、煙草の許可は出ていない事を伝えると、「いや、昨日先生良いって言ったよ」口調は穏やかだが、スタッフの説明に対しては聞き入れ出来ません。日中は、ＳＳＴ中は妄想めいた発言は聞かれず参加出来ていたが、ＳＳＴ後の男性スタッフ付き添いでの買い物外出の際、店内で、嗜好品を購入した後、サービスカウンターへ行かれ、「私昨日先生から煙草買っても良いって言ってたから、今日煙草買うね」と煙草購入しようとしています。制止させるも、興奮し、奇声発し、付き添いしているスタッフの左頬1回程叩いています。その場で、抑えがきかない為、煙草1箱、ライター1個購入させ、煙草1本吸わせています。その後も落ち着かず、スタッフと他者が話をしている間に割り込んで意味不明な事を言われています。奇声を発する事も続いています。
・成田　富士子様～昨日18：50他患者様から妄想の対象とされた事に対し、「殺してやる。」「絶対に許さない。」との発言あり。ご本人が悪くない事はみんな分かっているという事を伝えると徐々に落ち着きを取り戻しています。本日8：25継続指示薬（不安・不穏時）ロラゼパム服用の際に、「昨日の事でイライラがおさまりません」「絶対許しません」「私は何も悪くないのに、警察に電話したいです」と話しているうちに徐々に興奮しています。本日、午後から買い物に行くスタッフと買い物内容を確認に行くと、「昨日の出来事を関係ない表情でいる事に腹が立って気分転換何て関係ないです」と言い買い物を拒否しているとの事。ＳＳＴ中は、同じテーブルに座り参加出来ていたとの報告も聞かれています。
主治医へ昨日の出来事を言い「Ｓ・Ｍさんを許せない。泣き寝入り
　　　　　　　　　すればいいんですか。警察に電話したい。同じ苦しみを味あわせたい」
　　　　　と荒い口調で繰り返し話しています。主治医より、血糖値に変化について嗜好品を食べていないですかの言葉に反応して「先生が信じられない。院長先生の患者様は放置ですか」と興奮気味に話しています。

また、Ｓ・Ｍさんが謝るも、「本当に悪いと思っているの」と言い足蹴りをするとＳ・Ｍさんも興奮して足蹴りするのを見て本心から謝っていないと主治医に伝えています。病棟移動の話しには自己主張して正当化の発言しか聞かれません。適宜介入しながらトラブルに注意していきましょう。血糖は朝：139㎎/dl、昼：292㎎/dlで経過しています。外出へはスタッフ付き添いで行かれています。他者トラブルに注意していきましょう。
・小笠原　文人様～昨日準夜帯21：00使用済みのリハビリパンツをビニール袋に入れて持っており「洗えばまだ使えますか？」と確認してきています。洗えない事を伝えています。「もう2枚しかないんです。兄に行って持ってきて貰わないと。自分では言えません。」と話しています。23：28覚醒され、3階に降りて来られ、ホールのテーブルを叩く行為あり。介入には、「足が動かなくなりました。」と話しています。見守りにて自室へ戻り就床して頂いています。その後のトイレ覚醒時は、衣類を汚す事はないですが、「いや、大丈夫だ」排泄後、なかなか自室へ戻らず、「コーヒー飲んでもいいか？」と聞いて来たり、奇異的な行動がありなかなか自室へ戻らずにいます。不眠で経過しています。日中は、環境調整の為、406号室から307号室へ部屋移動となっています。日中は、本人から服薬ボードを預かってほしいと希望聞かれ、落ち着くまで預かる事としています。廊下の往復や腹部を出したり、呂律不良や独語、踊り出す等の奇異行動見られていますが、易怒性・興奮はなく経過しています。気分の高揚により、無意識に他者とトラブルとなる可能性高い為、注意していきましょう。夜間の睡眠状態も観察していきましょう。
・飯田　修子様～昨日、8：35洗面所から倉橋　生子様と口論しており、理由としては「自分のベッドから廊下へ出る際に床頭台の前を通して欲しいと話したが、床頭台の扉を音を立てて閉められた」との事。相手はそんなことをしていないと話しているが、「あんたとは居たくないのよ。」等強い口調で話しています。距離を置いてもらう事と、何かあったらスタッフへ伝える様に話しています。16：20入浴で隣に座っていた松谷　さと子様から「バスタオルに穴開けられた」「シャンプーやビオレが少なくなったから盗られた」と言いがかりをつけられ頭部を叩かれる事があります。「一方的に急に言いがかりをつけられて頭を叩かれたの。」と話しています。距離をとって行動するように説明しています。19：20弟様へ電話し労災病院入院中の母様が、大腸にポリープが見つかり、手術をする事になったとの事。本日、母様との面会の為、外出へ行かれています。
＜受け持ち患者様支援検討＞
・三上　勇様～介護保険認定調査の結果届いており、要介護1で通知が届いています。ま
た、今後の施設申し込みや金銭管理等の部分で成年後見人の申し立て（市長申し立て）を検討するため、障害福祉課へ相談。申し立て可能とのことで、手続き進めていただく事としています。
　　　　　　　　歩行器を使用していますが放置して歩いている事があるので都度声掛け
していきます。
・成田　富士子様～金銭の節約を考え、血糖値測定やインスリン接種時に使用している酒精綿を本人と担当スタッフで作り使用して行く事としています。
・高橋　伸治様～本人がカップヌードルの摂取を希望している事について主治医から許可がおり、少量のチキンラーメンなど麺を短く出来るものから試してみても良いとの事で徐々にステップアップし、毎週木曜日のオヤツの時間でカップ麺1個摂取をしていく事としています。
＜転入患者様情報＞
氏　　名：戸賀沢　潔（とがさわ　きよし）様

　生年月日：昭和30年5月30日　64歳

　病　　名：統合失調症
身体合併症：肝機能障害、高血圧症
　　担当医:馬渡Dr

　入院形態:任意入院

経過：H1年夏頃より、長距離トラックの運転手として就労したが、飲酒、易疲労感を理由に欠勤する事が多く解雇される。以後は、仕事に就かず、パチンコや飲み屋に行って浪費を繰り返すようになる。飲酒して看板を壊し、警察に保護されることもあった。生活の乱れ・不眠・アルコール乱用・被害妄想・暴言等が顕著となり、H1.12.24当院受診し入院（～H12.6.4）。退院後は、社会復帰訓練施設青山荘に入所。H15.6.14青山荘を退所しグループホームに入居、小規模作業所うみねこ幸房通所・当院ナイトケア通所・地域生活支援センター「青明舎」利用を継続していた。複数の利用者から借金を繰り返してはパチンコなどに使い、1人から17万以上の借金をしている時期もあり、職員の指導にも反省はみられなかった。H18年12月、外来時に主治医よりパチンコに行かないように厳重に注意される。本人、所持金があるとパチンコへ使ってしまい生活費も無くなる状態の為、本人と姉の希望で地域生活支援センターで金銭管理をすることとした。姉が持ってきた生活費7万円を月末にグループホーム入居費、食費、小遣いと本人が分けて、小遣いは一日分渡すこととして、作業所での作業が終わってから受け取りにくることとしていた。小遣いの金額については月末に借金の返済状況を見て本人と決めていた（現在は1日500円程度）。H19年1月に入ると借金額が増えており、全てパチンコに使うことがあった。また、同年1月12日には以前働いていた職場を訪ね、求職することもあった。H19.3.28受診時、借金の増加とパチンコ通いについて、「借金を返す為にパチンコをしている」「パチンコは止めるつもりはない」と話すことがあった。主治医・関係機関において金銭管理に関する指導を繰り返していたが、改善がみられなかった。また、他者を脅して金銭を借りることもあった。金銭管理ができず、他者への迷惑行為もある為、平成19年3月28日当院受診し医療保護入院となる。

本人より入院治療に対する同意が得られたため、H19.12.19任意入院へ切り替える。ものをやりとりしたり、賭け麻雀をしたりすることがあり、指導・介入を要している。
＜連絡先＞

連絡先1：野田　敏子様（匿名希望）（次女）　0178-75-0025
連絡先2：梅田　幸子様（長女）0178-62-2293
※備考

・受け持ち:/

・問題行動：隠れ飲水・飲食、物のやり取り、性的逸脱行為
・内服：定期薬のみで自己服薬管理中。
・IFオーダー：なし
・作業療法：(水)　9：30～11：30　　（月・火・木・金）14：00～16：00
・食事：自立（常食（軽食）常菜）

・排泄：自立
・清潔：自立しているが雑さがあり、声掛けが必要。
・洗濯：自己洗濯
・喫煙：10本/日（吸い過ぎる傾向がある）外出・外泊に行く際は、煙草の隠し持ちがあり、
チェック必要。
・買い物カード：院内の売店にて私物発注伝票にて購入(月10000円)

・間食制限：おやつはスタッフ管理で100kcal以内、飲水量は2Lまで可。　糖尿であるが
病識はない。医師の説明も都合の良い部分（何を食べてもいい等）だけ覚えている。低糖質、低脂肪のものの摂取を勧めていた。栄養士と検討済。
・処置：①踵部・足底　テルビナフィンクリーム+ヘパリン類似物質油性クリーム1日/回
　　　　　（本人管理）
・体重：3検/日　
・9/13　HbA1C　6.5　BS　128　採血の予定日は伝えない様に！！
・緊急時：他院等へ搬送希望せず
・ＧＡＦ：25
・10/11　院内歯科受診
・10/6姉（野田　敏子様）が洗濯代　2000円分、電話代　200円分持参予定。
・退院計画：・家族の受け入れは難しい⇒姉妹との関係は良好では無い。現在方向性は決まっていない。
・受け入れ先の確保が困難⇒青山荘への入所を検討していたが、ルールを守れない為、入所できずに過ごされ自宅退院を進めていたが、家族が拒否的となっている為、今後の事は検討中です。
